
事業報告書（公開用）                      令和６年度提案型協働事業 

事業名称 頭と体を同時に使う「コグニサイズ」を活かした「ふれあいサロン」の活性化 

団体名・代表者 認知症予防教室一輪会 代表者 田中 孝史 

協働の相手方 地域包括支援課 
 

目 

的 

頭と体を同時に使う「コグニサイズ」を活かした「ふれあいサロン」の活性化及び参加者の認知

症予防に取り組むことを目的とします。 

内 

容 

国立長寿医療研究センター考案の「コグニサイズ」を活かしたプログラム 

事
業
経
過 

各会場にて、まずプログラムの説明に始まり、全員参加による実践、最後に感想をいただき終了。 

事
業
の
効
果 

別紙のとおり。 

関心度の高さにビックリしました。 

今
後
の
展
望 

各会場に再度訪問して、レベルアップしたく思います。 

 

【実施団体の事業総括・感想等】 

別紙のとおり 

 

【協働の相手となった所管課の感想等】 ※実施団体は記入しないでください 

高齢化に伴い、認知症や軽度認知障害(MCI)者も増えることが予想される中、その予防については重要な

取り組みであり、住民の方にとっても関心の高いものであったと思います。 

地域の通いの場での実施により、認知症への理解や住み慣れた地域で楽しく過ごすことにつながったの

ではないでしょうか。 

なお、実施の効果として、参加者の感想や変化等についても評価されるとより効果的な活動に繋がるの

ではないかと思います。 

 

 




